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i/1)心肺蘇生に対 し経 乾的心肺補助装置

(PCPSlを施行 した 2症例

中山 卓 ･平原 浩幸
斉藤 韻 ･諸 久永

和泉 ( 同 第 平挿い

近年 PCPSが開発され,その有周性が報告されてい

ら.今回我 十は心肺蘇生に対しⅠ〕ePSを用いた1)例を

経験 した.症例 1は AsR+MR 術前と7)63歳.男性.香

整脈を契機をこ血圧低下,VT となったため,PCPSに

のせた所,非常をこ不安定であった循環状腰は著明に改善

し,PCPSカ､ら離脱後も問題なく経過 した.症例 銅ま

ASK+h･IR+TR の69歳.女性.1)VR+TAP を施行し

た.第7病日,急に血圧が低下しIABPおよび PCPS

を施行 したが,大動脈からの再出血のため 幻ow が出せ

たし､状況で.さ吊こLL血術終 了時には洞停止.､瞳孔散人

しており,回復不能と判断 し蘇生を断念 した.本症例は

開胸 ･1上血までに.各臓器に決定的 ゲノーーJが加わ一･､た

ため,その後の補助が全く無効であったと思われた.fY;PS

は迅速かつ簡便をこ,また軽索化された十分な流盈補助が

可能であり,症例によっては早期から横棒的に導入する

ことで救命率を上げ,また心肺蘇生の質の向上が期待で

きるものと考えられた.
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5)脂肪塞栓症慌群の1例

-MR工所見を中心 に--
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( 同 整形外科)

( 同 麻酔科)

中枢神経症状を合併 し,MRIで興味ある所見を呈 し

た脂肪塞栓症陳群 (以下 FES)の 旦例を経験 したので

報告 した.症例は17才女性で通学途中,乗用車にはねら

れ石大腿骨を骨折.受傷6時間後.次第に意識が低下 し,

動脈血酸素分圧 舶mmH宮 と低酸素血症をきたしたた

め,FESの診断で当救命艇ソタ-をこ搬送された.意識

しべ′Lは JCS200で.仝肺野に湿性∴i音を聴取 したが.

皮膚や結膜に点状出血は認めなかった.

受傷IIR臥 脳 Mlil施行し.Tl強調画像で鯉信rfT3-.

T･1強調画像て.両側大脳白質および視床を中心に与党

散在する,辺縁不正な轟信号儲域を認めた.治療はミダ

ゾウム鋲静下しりⅠ)f･:EI)併桐人工呼吸管理C71L.大鼓 メ

87

チ′レイしドニゾr-ン.蛋白分解酵素阻害剤.浸透圧利尿

刑を使用した.呼吸騰能は速やかに改善 し.11[.】後に抜

管.意識障害私選動機髄などの後遺症を残さず軽快 した.

1日 】後'･71脳 Mlく1では異常 所見はほほ消失 していた.

ドⅠ二Sに特徴的で病態把握に青桐と′思われじ

6)低体温 を合併 したパル ピタ-ル中毒の 1例
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症例は哲状態で加療率の39歳女性.自殺企図にフェノ

バルビタ-ル 1g を含む抗精神病薬を大量に服用,12

時間後に当院救急外来に搬入された.搬入時 JCS300

と昏睡状態で,直腺温31.7℃と低体温を認めた.血圧 75/

41mmHgで,混合静脈血酸素飽和度92.8%と高値,

休血管航抗 710.3dl,lle･SeC･CIl了-と低下していた.パ

ルピタ-ル血中濃度は 3凱ltEg/mlと高値であった.

タ--ル血中濃度と体温が正常化するに伴い,混合静脈血

酸素飽和度,体血管挽抗は正常化した.誤嘩隠肺炎を合

併したもLTlの順調に経過 し.第8病tlに後退症なく退院

した.本例では薬物中毒に偶発性低体温を合併 したもの

と考えられ 家柄での酸素摂取の著明な低下を認めた.

有酸素代謝の抑制の原因は不明であるが,低体温,とパル

ピタ-ル双方の作周が考えられた.近年内服によるパル

ピタ-ル中毒は稀であるが,他の向精神病薬に比 して重

篤になるうるため,厳重な注意が必要である.

7)新潟市民病院救命救急 センタ-をこおける自

殺企図者の実態 をこつ いて
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新潟市民病院数命救急1エンヤ-を受診 した日程企図著

316名を遡及的に検討 した.外来RTL置後に帰宅 した者77

名品 入院もし日工外来死亡した者と比較 して有意に女

性が多く,若年であ-､た しpく0.01).入院 した自殺企

図者212名は,全収容者の2.6%を占めた.自殺の手段


